
第36回「在宅医療サークル」アンケート集計結果 回答51件

（R7.7.25開催）

「認知症の対応力をみんなで高めよう！ 」
～認知症における服薬支援～

参加者：会場52名
Web25画面

理解できた、または理解できなかった内容などご感想をご記入ください。

28 件の回答

①魔法の言葉「さしすせそ」を忘れず支援したいと思った。一人で悩ます共有する自分を大切にする
ことも忘れない

②その人の中で起きている事を理解し対応方法を考えること
③認知症の方の思い。意味があっての行動であること。私達がそこに気づくことで、
寄り添える対応ができる

④思いの受け止め方の具体的な方法の話しもあり、参考になりました。
⑤認知症についての知識を再確認することができた
⑥対応のコツ「さしすせそ」早速実践していきたい
⑦わかりやすい説明でよかったです。
⑧丁寧な対応のご教授いただきありがとうございます、実践できるかが課題と感じます
⑨「見方」を変えるだけで、ケアする人の気持ちが楽になるという具体例がとてもわかりやすかった。
⑩本人が拒否する理由を考える。支援者が一人で抱え込まないよう、ケアラーに気づいていけたらと感じた。
⑪”さしすせそ”の魔法の言葉を教えていただいたので認知症の方に限らず魔法の言葉を使っていきたいと
思います。

⑫認知症の方への対応のポイント理解できました。
⑬さしすせその声かけなどとても参考になった。認知症の早期発見で速くに医療や他支援とつながることの
重要性が分かってよかった。速くに分かることで自分の意思決定が出来ることは良いと思う。

⑭認知症の方への理解の仕方を知ることができた。相手に良い印象でいてもらうための対応の必要性と
同時に自分のケアを行うことの大切さをしることができた。

⑮話が分かりやすく話し方が優しく素直に聞き入れることができた。
⑯認知症の方への具体的な接し方が参考になりました。
⑰改めて受け入れる介護が必要なんだと感じた。ゆとりを持った介護を心がけたいと思った。
⑱認知症の方の受け止め方について正しい知識を持ちながら支える我々の精神安定と信頼関係の大切さを
深く感じ、現場での現状で反省することもありました。患者様の生活の把握、心のケアを学ぶことが
できました。



⑲認知症初期集中支援チームについて 今まで理解できていなかったことも抗議していただき少しは
理解できたと思います。今後に生かしていけたらと思います。

⑳ポイントを絞り、実際の声かけの方法について丁寧にご説明いただいたのでとてもわかり易かったです。
また、認知症の早期発見と服薬管理については周囲の理解促進の必要性を感じました。

㉑認知症の方への対応の仕方等
㉒思いを上手に受け止めましょうのページの声かけの例がとてもわかりやすかったです
㉓相手の世界に合わせてことばや行動を考える事
㉔認知症の理解促進について理解が深まりました。
㉕わかりやすかった
㉖具体的な言葉かけなどを話してもらい、分かりやすかったです。
㉗認知症という言い方を脳の健康などと言い換えるというのは、とてもいいなと思いました。
参考にさせていただきます

㉘コミュニケーションの方法について理解できた

（2） 事例検討（グループディスカッション）に参加してのご意見ご感想をお願いします。
38 件の回答

①他職種の方の関り方も知ることができた。（定期巡回サービスがあるので利用）

②それぞれの職種で対応方法に工夫している事

③いろんな職種の方の意見が聞けて、とても参考になったし発見もあった

④他職種の意見が聞けてよかった。

⑤他職種の方との意見交換が出来て良かったです

⑥多職種の意見が聞かれ参考になりました

⑦多職種でのディスカッションはいろいろな気づきがありとても良かったです。

⑧各職種の立場でいろいろな意見が出て活発なディスカッションができた

⑨多職種、事業所のできること専門的な視点など聴くことができてよかったです

⑩事例を通していろいろな対応方法を学ぶことができてよかったです。早めに専門医の受診に繋げて

行けるようにしたいと思いました。

⑪様々な専門職の意見や、各事業所ができることがたくさんあることがわかりとても身になる

ディスカッションでした。

⑫グループメンバーの方みなさん発言があったことはよかったと考える

⑬異素材で柔軟な対応方法の意見が飛び交い、有意義だった。

⑭それぞれの立場で、支援できることの意見が多面的に出ていて、それらの支援が合わさると十分地域で

生活が可能なのではないかと感じた。

⑮今回は盛り上がりすぎて声がききとり難かった

⑯様々な職種で話すことで新たな視点が見えたり、事業所や施設の取り組みが聞けて今後の参考になりま

した。

⑰他職種でのそれぞれの視点からの貴重な意見がきけました。

⑱Zoomに慣れてなく最初はハウリングが酷くてよく聞き取れなかった。他業種の話が聞けてとても

良かった。自分とは違う目線からの意見があり勉強になった。

⑲他職種で様々な意見が上がり参考になった。

⑳他職種の方の実際の関り方や症例を通して在宅生活での問題をイメージすることができた。

㉑いろんな職種が集まりいろんな意見が出てすごく参考になりました。

㉒多職種で話すことで色々な意見が出て勉強になりました

㉓自分が考えつかないような日めくりカレンダーの投薬簿などの意見が出て、参考になった。夫婦関係や、

どうして嫌なのか等、根本的に考えていくところが勉強になった。

㉔とても勉強になりました。他職種との関りの重要性

㉕いろんな職種の意見が聴けて良かったです

㉖いろんな意見参考になりました

㉗たくさんの意見を聞き自分では思いもよらない対策を知ることができました。多職種でのグループ

ワークもいろんな意見がでてとても意義のあるものになりました。

㉘事例に類似している実際の認知症患者さんへの対応をグループ内の各専門職から聞く機会にもなり、

それをもとに事例検討をすすめることができ、大変勉強になりました。

㉙いろんな職種の方の意見を聞けて勉強になりました

㉚もう少し時間が長い方が熟考てきたかなぁと感じました。

㉛自分の担当事例と重ね合わせて考えることができ勉強になりました



㉜タスクの先生と2人でしたが色々お話できてよかったです。歯科的なアプローチも少しは役に

たつのかと思いました。

㉝他職種の方と、それぞれの専門性を踏まえた意見交換ができました。

㉞色々な職種、職場の方の意見を聞けて、とても良かったです。

㉟いろんな視点での考え方を聞けて良かったです

㊱違う職種でそれぞれ意見が出て違う観点があり参考になった

㊲色々な職種の方が集まっていたので、それぞれの立場からの意見を聞く事ができて勉強になった

㊳専門職の意見が参考となり学びとなりました。

3、今後受けたい「研修内容」や「在宅医療・介護連携」に関してのご意見等、自由にご記入ください（今後在宅医
療サークルで行いたいことなど）。
10 件の回答

①訪問系の人もデイの関係の方も同じように利用者様のことを思って考えている地域島原市よかった。
②ケアラー支援の研修
③今回の内容がとても良く色々取り入れたいと思いました。時間が足りなかったです。
保養院柴田先生のお話がとても響いて、もっとお話し聞きたいと思いました。

④在宅で過ごされる方の医療行為の指導等の実際。また病院側へ求めること。
⑤今回のグループディスカッションのように多職種の方々と話す機会があると嬉しいです。
⑥医師と顔見知りなれるような、医師の考えをざっくばらんに聞きたい 研修内容が連携に関する
ことはそれてしまい私の思いになり申し訳ありません

⑦仕事があまり出来ない同僚とうまくやっていく方法
⑧看取り看護・介護の事例など
⑨講演や事例検討後の柴田先生の総評において、地域包括ケアシステムや在宅医療・介護連携について
お話があり、在宅医療・介護に関わる多くの専門職の方の耳に触れ、理解促進につながるよい機会に
なったと思いました。

⑩在宅での看取りについて


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

